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1．は じ め に

橘湾 石 炭 火 力発 電 所 の 建設 だ よ り

　徳島県南東 に 位 置 す る阿 南市 の 橘湾は，「
阿波 の 松 島」

と呼 ば れ る景勝地 で あ り，同湾 に 点 在 す る島の
一

っ で あ
　 こ 　か つ じ ま

る 小 勝 島に，現 在，四 国電力   （以 下
「四 電」）と電源

開発   （以下
「
電発 」） が 共 同 立 地 す る 発 電 出力 280万

一 一

図一 1　 位 置 図

From 四国支部

kW の 橘湾石 炭火力発電所 （四 電 70万 kW × 1 基，電発

105万 kW × 2基 ）が 建 設 さ れ て い ます 。 当発電所 は，

平成 7 年 2 月に 埋 立 免許 を取得後，同年 3 月より土木工

事 に 着 手 し て お り，約 5年 余 りの 建 設 期 間 を経 て 平 成12

年 7 月 に 四 電 お よ び 電 発 の 1 号機 の 運転開始 を予 定 して

します。

　 当 発電所 は，21世紀 に 向け て 西 日本地域 の 電力供給の

安定化 を図 る もの で あ 「），最新鋭 の 石 炭専焼 火 力発電所

と して 様 々 な先端技 術 を採 用 す る と と もに ，そ の 建設に

当た っ て は，最新技術 に よ る 環境保全対策や 自然 に調 和

した景 観対策を 講 じて い ます。以 下 に，当発電所の 計画

概要 と現在最盛期を迎 えて い る上 木工 事 の 概要 に つ い て

報告 し ます （図一 1
， 2 ， 写真一 1参 照 ）。

写 真
一1　 工 事実施状 況 （小勝島北．ヒ空 よ り望 む）

October，1996

、 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 47

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

支 部 ね っ と

2．計画の 概 要

　当発電所地点 は，瀬戸内海環境保全特別措置法 の 適 用

海 域 で あ り，小 勝島東側 が 室戸阿南海岸国定公 園に 指定

され て い ます。こ の た め ，発 竃 所 の 計 画 に 当 た っ て は，

白然環境 との 調 和 を図 る た め に
，

四 電 と 電発 と の 設 備 の

共有化 を図 り埋 立 面積 を必 要最小 限 に し た り， 可 能 な限

り 白然 の 改変 を避けて 緑地 を残す設備配置 と し，周辺 の

景観 に マ ッ チす る よ う建屋 の 色彩や 形状 に 配慮 して い ま

す。

具体例 と して は ， 14万 D ．W ．T 級 石 炭 運 搬船 用 の 揚炭

桟橋 と運炭設備や開閉所設備，工 業用 水 タ ン ク等 を 共有

設 備 と し，石 炭灰 の 有効利用 に より灰捨場 を設竃 しな い

こ とや ，貯炭設備 を屋 内 化 す る な ど して ，発電所 の レ イ

ア ウ トを コ ン パ ク ト化 して い ます。こ れ に よ り，発 電 所

用地 と して ，海而 埋 立 約 39万 m
！

と陸 地 造成 約 25万 m2

の 計約 64万 m2 を造成 し，小勝島 の 全面積約 80万 m2 の

うち，約 55万 m2 を緑 地 と して 残す こ と に して い ます。

　自然 環 境 の 保全 と して は，四 電，電 発 と も冷 却 水 取 放

水設備 を深層取水
・水 中放 水 方式 と し ， 温排水 の 拡散範

囲 を極力小 さ くす る よ う配慮 して い ます 。 また ， 発 電所

の 運 転 に 当た っ て は，環境 へ の 影響 を極力少な くす るた

め，最新 の 排 煙 脱硝
・
脱硫装置や 電気集塵装置等の 設 備

を配 置 し て ， 国 内 最 高水 準 の 環 境保全 に努 め る こ と と し

て い ます。（図
一 2 ， 表

一 1参照 ）

3，土 木工 事の 概 要

　現 在 ，
土 木 工 事 は，発電所用 地 の 上 地 造成 工 事 （護

岸
・
岸壁，敷地 造 成 ，上 捨 場 」事 ） と揚 炭桟橋 工 事，冷

却水取放水設備 工 弔が 実施 され て お S），工 事 の 最 盛 期 を

迎 えて い ます 。

表一 1　 計 画 の 概要

項 　　　 目 四　 国　電　力　　　　 電　源　開　発

発竃所 計画地 徳 島県阿 南市橘 田］小勝

2即 万 kW
出　 　 　力

70万 kWX 　l基 1〔｝5万 kWx2 基

運 転開始 時期

〔予　 　定 ）

117
成12年 7 月 1〆成 12年 7 月

L
卜成 13年 1 月

発 電所 敷地

敷地 総 面積　　 　119万 In2

　 　陸地造 成　 25万 m2

　 　海面埋 立　 39 カ m2

　 　残存緑地 　55カ m2

揚 ・貯 炭 設 備
揚炭 桟橋 ：14丿JD ．W ．T 級 x1 バ ー

ス

貯 炭設 備 ：屋内 式貯 炭場 （サ イ ロ ）

環 境 設 備 等
排 煙脱 硝 装 置，竃気式集 じん 装置，排 煙脱硫 装

置 ，総 合排 水処 埋 装 置な ど

海 外炭 　年 間使用 量 ：約620力 t
使用 燃料

約 160万 t　　　 　　　 約460々 t

年 間灰 発生 量 ：約86万 t
石 炭灰処理

計　　 　画
　 　 約 22カ し

全 量 を有効 利用 す る

　 　 約 64力 t

大 半 を有効 利用す る

方式 深 層取 水 ，水 中放 水

冷却水取

放 水設備
冷却

水景
約32m ヲs 約 45n轡 sx2 条
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　3．1　 土 地 造成 工 事

　護岸
・
岸壁 の 総延 長 は約 3km で あ り， 護岸 の 大半 は

自然 環境 と経済性 を考慮 して 捨石式傾斜堤護岸 を 採 用 し

て い ます。岸壁 部 は 所要水深確保 の た め，四電側 は 鋼板

セ ル 式岸壁 を，電発側 は ケ
ー

ソ ン 式岸 壁 を採 用 して い ま

す。護 岸 ・岸 壁 の 基 礎 地 盤 の うち 軟弱層 が 厚 く堆積 して

い る 部分 は，サ ン ドコ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル に よ る地 盤改

良 を 実施 し， 薄 い 部分 は 床掘 り置換 と して い ます。

　敷 地 造成 工 事 は，陸 地 造成 に よ り約 25万 m2 ，海面埋

立 に よ り約 39万 M2 の 計約64万 m2 の 発電所 用 地 を 造成

す る もの で，埋 立 ．ヒ量 は 約 260万 mS と な り，切 取量 と

埋 立 量 をバ ラ ン ス させ る計画 として い ます。

　土 捨場 工 事 は ， 護 岸 ・岸壁工 事 や 泊地浚渫 な ど に より

発生す る海底 土 砂 の 約 120万 m3 と発 電所 基礎 な ど の 残

土 約 100万 m3 の 計 約 220万 m3 を，発電所 対岸 の 土 捨場

地 点 に 盛 り立 て る 大 規 模 な 工 事 とな っ て い ます．海 底 土

砂 の 軟 弱 な もの に つ い て は 盛立 て 材 として 強度 が 不足す

るた め，海 Lに 設置 し た 固 化 処 理 プ ラ ン トで ， セ メ ン ト

を 混 合 して 連続固化処 理 して い ます。な お，土 捨場跡 地

は ，発 電 所付 帯 施 設 用 地 と して 利 用 す る計画 と して い ま

す。

　3．2　揚 炭 桟橋 工事

　揚 炭 桟 橋 （長 さ300m ，幅 30m ）は，14万 D ．W ．T 級

の 石 炭 専用 バ
ー

ス で あ D ， 揚炭機 （S〈J2　700　t／h）等 の 重

量物 が 搭載 さ れ る た め，鋼 管杭 を用 い た 直 杭 式横桟橋構

造 と し て い ます。鋼 管杭 （径 1．6m ） は ，岩 盤 部分 ま で

打込 む こ とか ら，中掘 り打 込 み 工 法 で 施工 し ます。

　 3．3 冷却水取放水設備

　四 電 側 の 取 水 ピ ッ ト （長 さ 40m ， 幅20m ，高 さ 13

m ）は ， 前面側 が 護岸 の
一

部 と な り埋 立 竣 工 時 に は 完 成

して お く必 要 が あ る た め ，
工 程 確保 お よ び 施工 性 を考慮

し て ケ
ー

ソ ン
ー

体式 と して い ます。当 ケ
ーソ ン は ， 他地

点 の フ ロ
ーテ ィ ン グ ドッ ク で 製作 し，取水 口 地 点 まで 曳

航 して 据付 けを完了 して い ます。

　
一

方 ， 電 発 側 の 取水設備 は ，取水量 が 最大 90m3 ／s と

大 きい こ とか ら，工 程 確保 の た め 工 場製作に よ る海底取

水 管方式 と して ， 南護岸の
一

部 と して 設置済 み の 穴 あ き

ケ
ー

ソ ン を 通 じて 取 水 路 と連結 しま す。取水路および 放

水 路 は，工 程 確保 の た め 鉄 筋 コ ン ク リー ト沈 埋 函 と し ，

埋 立 に 先 立 っ て据 付 け を完 了 して い ます。

4．お わ り に

　橘湾 石 炭 火 力発 電所 の 建 設 は，工 事着手 に 先立 っ て ，

平 成 7 年 2 月 に徳 島県お よ び 阿南市 と
「建 設 工 事協 定」

を締結 し，大気 汚 染，水 質 汚 濁 ， 騒 音防止 な ど の 環境対
．

策 と環境監視 に 万全 を期 して 工 事 を実施 して い ます．

　建 設工 事 は，平成 7年 3月 の 着工 以来，徳 島県，阿南

市お よ び 地 元 な ど の 指導
・
協力 を得な が ら順調 に 進捗 し

て お り，現 在 ，
工 事 の 最盛期 を迎 えて い ます。

　 （文責 ：四 国電力  建 設 部）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原 稿 受 理 　1996．6．28）

　 土 と基 礎，　44− 1D　（465）
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